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分野１：TICADプロセス、多国間枠組み等を通じたアフリカ開発の推進
中期目標：
アフリカ地域の成長・開発に関するTICADプロセス等を推進する。

過去３年度（令和５～７年度）の主な成果 課題及び今後の方向性

１【TICADプロセスの推進】 １【TICADプロセスの推進】

⚫ 令和７年８月に横浜で開催した第９回アフリカ開発会議（TICAD
９）に向け、TICAD閣僚会合（令和６年８月）を含む様々な機会
を通じて、共催者（国連、国連開発計画（UNDP）、世界銀行、
アフリカ連合委員会（AUC））やアフリカ諸国の政府関係者、国
会議員、民間企業、市民社会などの多くの関係者と連携した。そ
の結果、TICAD９にはアフリカ49か国（うち首脳級33名）が参加
し、成果文書である「TICAD９横浜宣言」を採択した。これによ
り、日本が重視する自由で開かれたインド太平洋（FOIP）や法の
支配などに関しアフリカ諸国と共通認識を持つという成果が得ら
れた。

⚫ TICAD９では、324件のビジネス関連の協力文書が署名された。
全体会合と並行して、国際機関、民間企業、市民団体などが200
件以上のテーマ別イベントを実施した。一連の会合やイベントを
通じて、TICAD９のテーマである「革新的な課題解決策の共創」
の方途について幅広いアイディアが共有され、日本・アフリカ間
の協力関係が一層強化された。

⚫ TICAD９の成功裏の開催と「TICAD９横浜宣言」の採択は、日
本・アフリカ間の協力関係の強化と国際社会での日本のリーダー
シップを強化する成果があった。また、日本企業の更なるアフリ
カ進出の機運を高め、アフリカの成長をより日本の成長に取り込
むための土壌形成ができたことは大きな成果であった。こうした
成果を更に発展させるため、引き続きTICADプロセスを推進して
いく。

⚫ TICADは、日本の対アフリカ地域外交の基軸であり、アフリカ開
発における日本独自の貢献として国際社会からも長年高く評価さ
れている。今後も、変化するアフリカ諸国の開発優先課題を踏ま
え、TICADの取組も継続的に見直し、改善していく必要がある。
TICAD９において取組を加速することを表明した、投資や民間資
金動員の促進、産業協力強化、連結性強化、保健政策強化、若
者・女性の人材育成、平和と安定の分野などにおける取組を前進
させていく。さらに、アフリカでの開催が予定されている
TICAD10に向けて着実に準備を重ねていく。

２【対アフリカ協力における国際機関などとの協調の推進】 ２【対アフリカ協力における国際機関などとの協調の推進】

⚫ 令和５年のＧ７広島サミットに、アフリカ連合（AU）議長国であ
るコモロのアザリ大統領を招待し、岸田総理大臣と首脳会談を実
施した。令和６年にイタリアで開催されたＧ７プーリア・サミッ
トでは、岸田総理大臣からTICAD９の開催を発表したほか、「ア
フリカにおける成長のためのエネルギー」イニシアティブに関す
る共同声明を発出した。令和７年11月、高市総理大臣は南アフリ
カで開催されたＧ20ヨハネスブルグ・サミットに出席し、TICAD
９の成果を発表したほか、南アフリカのラマポーザ大統領と首脳
会談を実施した。このように、Ｇ７・Ｇ20の機会を通じて積極的
な対アフリカ地域外交を推進することができた。

⚫ 対アフリカ協力における関連諸国などとの協調の重要性は年々高
まっている。特に基本的価値を共有する同志国と連携し、法の支
配に基づく自由で開かれた国際秩序に資する対アフリカ協力の重
要性がこれまで以上に求められている。引き続き、Ｇ７・Ｇ20な
どの機会を活用し、関連諸国などとの協調を更に推進していく。

アフリカ部
アフリカ第一課
アフリカ第二課
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過去３年度（令和５～７年度）の主な成果 課題及び今後の方向性

⚫ TICAD共催者の一つであるAUCに関しては、令和７年２月、AU総
会の機会を捉え、英利外務大臣政務官がエチオピアを訪問し、
AUC関係者と会談した。また、TICAD９には、ユスフAUC委員長
が参加し、石破総理大臣と会談した。その結果、TICADプロセス
へのAUの協力を引き出すことができた。また、同じくTICADの共
催者の一つであるUNDPとは、累次にわたり意見交換を実施した
ほか、日・UNDPパートナーシップ基金を通じたPKO訓練セン
ター支援及びAU平和基金への拠出による案件を実施した。これに
より、アフリカ自身によるアフリカの平和と安定に向けた取組を
強化するとともに、日本の対アフリカ地域外交に対するUNDPの
理解と協調を深めることができ、TICAD９の成功に向けて協力す
ることができた。

⚫ 同時に、急速に変化するアフリカ諸国の開発優先課題に留意しつ
つ、アフリカ諸国及びグローバルな課題の革新的な解決策を共創
するため、日本としてアフリカ開発におけるリーダーシップを国
際社会に示していくことが重要である。今後もＧ７・Ｇ20などの
機会を活用しつつ、アフリカ諸国の開発優先事項に合致した
TICADプロセスを推進していく。

⚫ また、アフリカ地域での具体的な取組の実施にあたっては、関連
する国際機関などとの連携が重要である。今後も、TICAD共催者
やAU・国連の関連機関と協力し、アフリカ地域の成長のための具
体的な案件を推進していく。

⚫ 分断と対立の様相が一層深まる国際社会を協調に導くため、
TICADの基本理念であるアフリカ諸国の「オーナーシップ」と国
際社会による「パートナーシップ」を重視しながら、日本は引き
続き関連諸国及び関連機関と緊密に連携していく。

３【アフリカの緊急ニーズへの対応】 ３【アフリカの緊急ニーズへの対応】

⚫ 緊急・人道支援の枠組みで、干ばつ、洪水、地震といった自然災
害に見舞われたアフリカ諸国に対し、国連難民高等弁務官事務所
（UNHCR）などの国際機関と連携し、計1,850万米ドルを支援し
た。内戦・紛争などによる被害を被っているアフリカ諸国に対し
ては、国連世界食糧計画（WFP）などの国際機関と連携し、計
1,050万米ドルを支援した。これらの支援を通じ、一時避難所や
保健・衛生サービスなどを供与し、劣悪な人道状況の改善に貢献
した。また、広報活動を通じて、人道支援を重視する日本の姿を、
アフリカの人々に印象付けることができた。

⚫ アフリカ諸国における投資・経済対策に対するニーズの高まりを
踏まえ、従来の緊急・人道支援に加え、国際機関などとの連携を
通じ、アフリカ諸国における日本企業のビジネス活動の促進を支
援した。活発な人材交流などを通じ、日本とアフリカ諸国の相互
理解や信頼関係を一層深めることができた。

⚫ アフリカ地域は気候変動の影響に脆弱であり、また、スーダンや
大湖地域などにおける人道問題、サヘル地域やアフリカの角地域
などにおけるテロの問題が存在している。こうしたアフリカの緊
急ニーズについて情報収集を行うことで、適時・適切な緊急・人
道支援を実施することが、アフリカ諸国のみならず国際社会から
日本の対アフリカ地域外交に対する更なる信頼を獲得することに
つながった。引き続き、アフリカの緊急ニーズに関する情報収集
及び適時・適切な対応に努めていく。

⚫ 引き続き政情不安定な国・地域が存在するアフリカ諸国・地域の
情勢及び国際社会の対応などを注視し、情報収集力や分析力を維
持・強化しつつ、日本が取るべき立場や方策を適時・適切に決定
していく。

アフリカ部
アフリカ第一課
アフリカ第二課
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参考：

・外交青書（第２章第８節：令和６年版、令和７年版、令和８年版）
・アフリカ（エチオピア、コモロ、スーダン、南アフリカ）
・2024年TICAD閣僚会合（令和６年８月24日～25日）
・TICAD９結果概要（令和７年８月20日～22日）
・TICAD９横浜宣言（段落3.1.2、4.1、4.2）
・「インド洋・アフリカ経済圏イニシアティブ」の発表
・TICAD９テーマ別イベント全体プログラム
・Ｇ20ヨハネスブルグ・サミット セッション1「誰一人取り残さない包括的で持続可能な経済成長」概要
・Ｇ７プーリア・サミット「アフリカにおける成長のためのエネルギー」イニシアティブに関する共同声明
・英利外務大臣政務官のエチオピア連邦民主共和国訪問（結果）（令和７年２月13日～14日）
・Ｇ20ヨハネスブルグ・サミット出席に際しての高市総理大臣のビジネス・デイ紙（南アフリカ）への寄稿（首相官邸ホームページ）

＜二国間会談＞
・日・モーリタニア外相会談（令和６年４月17日）
・石破内閣総理大臣とユスフ・アフリカ連合委員会委員長との会談（令和７年８月20日）
・日・コモロ首脳会談（令和７年８月21日）
・日・南アフリカ首脳会談（令和７年11月23日）

＜緊急援助＞
・緊急援助（緊急無償資金協力を含む）令和５年度（５月ウガンダ、ルワンダ、タンザニアなど）
・緊急援助（緊急無償資金協力を含む）令和６年度（８月ザンビア、ナミビア）

アフリカ部
アフリカ第一課
アフリカ第二課
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